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遺言書文例⑤ 

遺言者：夫 法定相続人：後妻、後妻との間の長男、前妻との間の長女 

相続財産：預貯金 2行計 1,000万円、Ｂ社株式 20,000株  

遺言書 

遺言者 夏野蝉男 は、次の通り遺言する。 

 

1、 下記の財産その他遺言者が所有する財産を、妻・夏野川子に相続させる。 

（1） 預貯金 

  〇〇銀行〇〇支店 普通 1234567 500万円 

 （2） 有価証券 

   Ｂ社株式 10,000 株 

   ※□□証券特定口座 ID:×××× PW:××××に預託 

 （3） 遺言者が死亡時に所有する現金 

2、 下記の財産を、長男・夏野空男に相続させる。 

（1） 預貯金 

△△銀行△△支店 普通 3456789 500万円 

（2） 有価証券 

   Ｂ社株式 10,000 株 

   ※□□証券特定口座 ID:×××× PW:××××に預託 

3、 遺言者は、遺言執行者に下記の者を指定し、預貯金・株式の名義書換・

解約・払戻等本遺言の執行にかかる一切の権限を有する。 

愛知県知立市新林町新林 44番地 1 

行政書士 〇〇×× 

生年月日：昭和〇年△月×日 

4、  付言事項 

遺言者が前妻との間の子である長女・夏野睦美に財産を相続させない理

由は、睦美が成人し職に就き独立して生計を立てていること、及び長男・

夏野空男が現在小学生であるため今後の教育費用の 2 点を勘案してのこ

とである。睦美はこの点を十分理解し、紛争を起こさないよう期待する。 

 

平成 23年 8月 1日 

 

愛知県豊明市新田町子持松 1番地 1 

遺言者 夏野 蝉男 

 

夏
野 

蝉
男 


